
 

 
柏崎刈羽原子力発電所周辺における地下探査（弾性波探査）の計画について 

＜発電用原子炉施設に関する耐震設計審査指針の改訂原案を踏まえた地質調査の一環として地下探査を実施＞ 

○調査目的：発電所敷地周辺の地質構造について、これまでの当社の評価を補完し、一連の耐震

安全性評価のための基礎資料を得ること。 

○調査期間：平成18年８月中旬から10月下旬 

・測量等の準備：８月中旬から９月中旬 

      ・地下探査  ：９月上旬から10月下旬 

（作業時間は午前８時頃から午後６時頃までを予定しているが、小さな振動を伴う測

定は原則として午前９時から午後５時の間に行う。なお、１地点での測定作業は５

分間程度。） 

○調査場所：柏崎平野をほぼ東西に横断する２ルート 

・北-１測線：柏崎市宮川から柏崎市西山町妙法寺までの約８km 

      ・南-１測線：柏崎市松波から柏崎市曾地までの約９km 

＊上記２ルートにおける評価の信頼性向上を図るため、以下の測線も測定 

       ・北-２測線：刈羽村十日市を横断する約１km 

 ・南-２測線：発電所構内から柏崎市松波までの約５km 

○調査方法：・地下探査は、起震車を使用して地面（道路）に小さな振動を与え、その振動の伝

       わり方を周囲の歩道等に設置した小さな地震計で測定し、地下構造を探る。今回

       の地下探査では、深度１km程度まで探る深部探査と地表付近の地質構造を探る浅

       部探査を実施する。 

・起震車は、測定地点を順次移動して予定区間の測定を行う。（測定時のみ起震車

付近の30～100ｍ区間が片側交互通行となる。なお、幅員が狭い区間において 

一般車の通行がある場合には、状況に応じ探査作業を中断して起震車を 

退避し、一般車の通行を優先する。） 
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